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隠

 は
じ
め
に

　
令
和
４
年
第
１
回
初
山
別
村
議
会

定
例
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
村
政
執

行
に
関
す
る
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
、

議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
我
が
国
は
今
、
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
が
同
時
に
進
み
、
様
々
な
分

野
で
今
ま
で
通
り
の
制
度
や
仕
組
み

で
は
到
底
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
時
代
の
大
き
な
転
換
点
に
あ
る
中
、

長
期
に
渡
る
コ
ロ
ナ
禍
と
の
闘
い
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　
感
染
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両

立
を
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き
基
本
的

な
感
染
対
策
の
励
行
に
よ
り
、
村
民

の
皆
様
と
共
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、
豊
か
な
里
山
・

海
を
守
り
育
み
、
国
土
の
保
全
、
水

源
の
涵
養
、
安
全
安
心
な
食
料
の
生

産
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、
災
害
の

危
機
対
応
な
ど
、
国
民
生
活
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
根
源
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
背
景
の
変
化
を
し
っ
か
り
と

認
識
し
な
が
ら
、「
臨
機
応
変
で
柔

軟
な
思
考
力
」
や
「
力
を
結
集
し
て

の
連
帯
力
」
を
基
に
、
人
と
自
然
の

関
わ
り
を
大
切
に
し
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
、
先
進
的
で
持
続
可
能
な

少
数
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

 Ⅱ
 村
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

　
基
本
方
針
の
柱
を
、「
地
域
・
経
済

を
支
え
る
産
業
の
振
興
」、「
福
祉
の

向
上
と
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
」、

「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
の
振

興
充
実
」、「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
つ
と
し

ま
す
。

　「
第
８
期
初
山
別
村
総
合
振
興
計

画
」
や
「
第
２
期
初
山
別
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

基
軸
と
し
、
各
分
野
の
個
別
計
画
と

の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
安
定
し
た

財
政
基
盤
を
維
持
し
な
が
ら
、
各
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

　
変
化
す
る
時
々
の
課
題
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
人
の
絆
、
地
域
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
、
将
来
展
望
に
立
っ

た
着
実
な
歩
み
を
進
め
ま
す
。

 Ⅲ
 主
要
施
策
の
展
開

一
　
地
域
経
済
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
産
業
の
振
興

　
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
、
農
林

水
産
業
の
持
続
的
な
発
展
と
、
暮
ら

し
を
支
え
る
商
工
業
の
振
興
に
努
め
、

活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
応
が
長
期
に
わ
た
っ
て
お

り
、
観
光
、
飲
食
を
は
じ
め
、
多
く

の
事
業
者
、
就
業
者
の
皆
様
が
、
大

変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
経
済
を
支
え
る
事
業
者
の
皆

様
が
、
事
業
を
継
続
し
、
雇
用
を
維

持
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
必
要
な

支
援
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

１
　
農
業
の
振
興

　
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
豊
か
な

農
村
生
活
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、

国
の
関
連
政
策
に
注
目
し
つ
つ
、
地

域
の
農
業
情
勢
を
的
確
に
把
握
し
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
次
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
ま
す
。

　
　
　
水
稲
・
畑
作
の
振
興

（１）
　
昨
年
末
、
水
田
活
用
交
付
金
制
度

の
見
直
方
針
が
国
か
ら
示
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
見
直
し
に
よ
る
、
本
村
へ

の
影
響
を
的
確
に
検
証
し
、
農
業
者

が
経
営
意
欲
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ

う
、
水
田
農
業
の
安
定
と
体
質
強
化

に
向
け
て
、
農
協
等
関
係
機
関
と
緊

密
に
連
携
し
、
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
良
質
米
や
高
品
質
な
作
物
の
生
産

の
た
め
、
適
切
な
輪
作
体
系
の
確
立
、

栽
培
技
術
の
向
上
等
、
消
費
者
か
ら

求
め
ら
れ
る
産
地
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　
通
年
農
業
経
営
の
確
立
、
園
芸
作

物
の
導
入
に
よ
る
経
営
の
複
合
化
、

更
に
は
、
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確

令
和
４
年
度

村
政
執
行
方
針



保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
冬
野
菜

栽
培
技
術
等
確
立
推
進
事
業
に
取
り

組
む
農
業
者
に
対
し
、
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
の
整
備
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
を
支

え
る
共
同
活
動
や
農
道
・
水
路
等
地

域
資
源
の
質
的
向
上
を
図
る
共
同
活

動
へ
の
支
援
を
、
国
の
施
策
に
基
づ

き
継
続
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
手

数
料
助
成
を
継
続
し
、
中
心
的
担
い

手
へ
農
地
の
集
積
・
集
約
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
農
業

の
将
来
の
あ
り
方
を
明
確
に
す
る
た

め
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
話
し
合
い

を
進
め
ま
す
。

　
農
産
物
の
品
質
や
生
産
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
土
壌
分
析
に
よ
る
土

づ
く
り
の
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
意
欲
あ
る
農
業
者
が
、
農
業
を

継
続
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

引
き
続
き
基
盤
整
備
の
調
査
を
進
め

ま
す
。

　
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
各

種
制
度
資
金
利
子
補
給
を
継
続
し
、

農
家
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
　
　
酪
農
・
畜
産
の
振
興

（２）
　
畜
産
担
い
手
総
合
整
備
型
事
業
に

対
し
て
引
き
続
き
助
成
す
る
ほ
か
、

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
活
用
し
た
、

機
械
導
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
及

び
コ
ス
ト
削
減
や
省
力
化
を
推
進
し
、

経
営
安
定
化
の
た
め
の
体
質
強
化
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
酪
農
経
営
者
の
労
働
環
境

改
善
を
図
る
た
め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
へ
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

　
　
　
農
水
産
物
加
工
試
験
研
究

（３）
　
農
水
産
物
加
工
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
農
産
物
の
付
加
価

値
を
高
め
る
た
め
、
特
産
品
開
発
や

商
品
化
を
目
指
す
団
体
等
を
支
援
し
、

加
工
相
談
等
を
実
施
し
な
が
ら
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
６
次
産
業
化
を

検
討
・
推
進
す
る
拠
点
と
し
て
、
研

究
開
発
や
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
特
産
物
で
あ
る
ハ
ス
カ
ッ

プ
栽
培
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
個

人
・
グ
ル
ー
プ
の
栽
培
普
及
に
努
め

ま
す
。

２
　
水
産
業
の
振
興

　
水
産
資
源
が
適
切
に
管
理
さ
れ
、

持
続
的
な
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

資
源
管
理
や
育
て
る
漁
業
を
促
進
し

ま
す
。

　
漁
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

持
続
的
漁
業
経
営
支
援
事
業
を
引
き

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
近

代
化
資
金
等
の
利
子
補
給
に
よ
り
、

漁
業
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
漁
港
整
備
で
は
、
安
全
操
業
確
保

の
観
点
か
ら
、
航
路
・
泊
地
等
の
浚

渫
に
よ
る
漁
港
の
機
能
保
全
の
継
続

を
、
漁
業
者
の
意
向
を
十
分
に
反
映

し
た
整
備
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
関

係
機
関
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
流
木
な
ど
の
漂
流
物
や
ト
ド
等
海

獣
類
に
よ
る
、
漁
業
被
害
対
策
の
一

層
の
推
進
を
、
国
・
道
に
要
望
す
る

と
と
も
に
、
ナ
マ
コ
等
密
漁
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
を
密
に
し
て
、
密
漁
監
視
体

制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

３
　
林
業
の
振
興

　
豊
か
な
森
林
を
、
し
っ
か
り
守
り

育
て
、
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
豊

か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
や
村
有
林

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
を
継
続
す

る
ほ
か
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
、
私
有
林
等
整
備
事
業
を
計
画

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
桜
ロ
ー

ド
の
樹
木
等
、
村
民
の
皆
様
の
生
活

に
身
近
な
、
み
ど
り
環
境
の
適
正
管

理
に
努
め
ま
す
。

　
既
設
林
道
の
機
能
を
保
全
す
る
た

め
、
東
山
第
１
線
橋
梁
補
修
工
事
を

実
施
す
る
ほ
か
、
そ
の
他
路
線
の
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
シ
カ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
有
害

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
村
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
、
関
係

団
体
及
び
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
と

連
携
し
て
効
果
的
な
被
害
の
防
止
を

図
る
と
と
も
に
、
近
年
、
住
宅
地
近

く
で
も
確
認
さ
れ
る
ヒ
グ
マ
の
出
没

対
策
と
し
て
、
箱
わ
な
を
増
設
す
る

な
ど
捕
獲
体
制
を
整
備
し
、
出
没
情

報
が
あ
っ
た
際
に
は
、
村
民
の
安
全

を
守
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
巡
回
や

生
活
支
援
メ
ー
ル
で
の
注
意
喚
起
な

ど
、
迅
速
に
対
処
し
ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
対
策
の
中
心
と
し
て

韻



吋

活
動
す
る
ハ
ン
タ
ー
を
、
育
成
・
確

保
す
る
た
め
、
猟
銃
所
持
免
許
の
取

得
費
用
に
加
え
、
新
た
に
狩
猟
免
許

取
得
費
用
に
対
し
て
も
助
成
を
拡
充

し
ま
す
。

４
　
商
工
・
観
光
の
振
興

　
厳
し
い
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
商
工
会
が
行
う
経
営
改

善
の
取
り
組
み
等
に
対
す
る
財
政
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

中
小
企
業
融
資
制
度
資
金
利
子
補
給

制
度
等
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
雇
用
対
策
で
は
、
オ
ロ
ロ
ン
留
萌

中
部
北
部
通
年
雇
用
促
進
協
議
会
と

連
携
し
、
諸
対
策
を
講
じ
、
通
年
雇

用
の
定
着
と
就
業
機
会
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

　
村
内
で
の
雇
用
と
定
住
促
進
を
図

る
た
め
、
若
年
者
雇
用
促
進
助
成
金

制
度
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
新
規
就
業
支

援
事
業
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
の
労
働
力
不
足
の
解

消
と
新
た
な
雇
用
の
創
出
を
図
る
た

め
、
本
年
度
か
ら
始
ま
る
初
山
別
事

業
協
同
組
合
の
運
営
を
、
国
の
制
度

に
則
り
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
み
さ
き
台
公

園
エ
リ
ア
一
帯
の
観
光
施
設
と
自
然

豊
か
な
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、

魅
力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
検
討
す
る
な
ど
、

Ｐ
Ｒ
の
充
実
に
努
め
、
観
光
協
会
と

連
携
し
て
観
光
振
興
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
施
設
整
備
で
は
、
利
用
者
の
満
足

度
を
高
め
る
た
め
、
岬
セ
ン
タ
ー
・

Ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｉ
ｓ
倆
ｉ
ｎ
ｎ
の
客
室
改
修
と

公
園
内
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
、
本
年

度
か
ら
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　
岬
ま
つ
り
等
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
観
光
振
興
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
観
光

協
会
へ
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
つ

い
て
は
、
風
力
発
電
等
日
本
海
エ
リ

ア
が
も
つ
潜
在
的
な
可
能
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
認
識

を
深
め
、
今
後
も
国
の
政
策
、
民
間

事
業
者
の
動
向
に
注
視
し
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
対
し
的
確
な
対
応
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
小
型

風
力
発
電
施
設
に
つ
い
て
は
、
住
民

生
活
や
周
辺
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ

う
、
適
切
な
施
設
の
設
置
・
運
営
を

事
業
者
に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
　
担
い
手
支
援
対
策

　
村
の
産
業
や
社
会
を
、
将
来
に
わ

た
り
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

次
代
を
担
う
人
材
を
、
大
切
に
育
て

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
各
産
業

に
お
い
て
、
活
躍
の
場
を
創
出
す
る

と
と
も
に
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
業
で
は
、
関
係
機
関
で
構
成
す

る
村
地
域
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
及

び
オ
ロ
ロ
ン
地
区
農
業
担
い
手
確
保

対
策
協
議
会
と
連
携
し
、
就
農
相
談

か
ら
研
修
・
自
立
営
農
に
至
る
ま
で
、

継
続
的
な
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
冬
野
菜
栽
培
技
術
等
確
立

推
進
事
業
に
よ
る
、
冬
期
間
の
研
修

機
会
の
確
保
と
新
規
就
農
者
の
所
得

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
村
の
子
ど
も
た
ち
が
、
農
業
へ
の

関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
親

子
で
の
農
業
体
験
や
食
育
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
漁
業
に
お
い
て
は
、
新
規
漁
業
就

業
者
の
育
成
と
円
滑
な
事
業
承
継
を

進
め
る
た
め
、
村
漁
業
就
業
者
支
援

協
議
会
を
中
心
に
、
北
る
も
い
漁
業

協
同
組
合
と
連
携
し
、
漁
業
経
営
の

担
い
手
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
な
お
、
漁
業
就
業
支
援
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
て
３
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

漁
業
就
業
の
実
態
や
課
題
等
を
検
証

し
、
よ
り
就
業
の
後
押
し
と
な
る
支

援
の
充
実
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
業
に
つ
い
て
も
、
地

域
経
済
を
担
う
後
継
者
や
経
営
体
確

保
の
た
め
、
事
業
承
継
や
起
業
し
よ

う
と
す
る
者
に
対
し
、
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
を
図
り
対
策
を
講
じ
ま
す
。

６
　
み
ら
い
創
生

　
「
第
８
期
初
山
別
村
総
合
振
興
計

画
」
並
び
に
「
第
２
期
初
山
別
村
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
掲
げ
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

本
村
が
有
す
る
資
源
や
新
た
な
可
能

性
、
人
や
地
域
の
繋
が
り
を
生
か
し

な
が
ら
、
村
を
担
う
若
い
世
代
に
夢

と
誇
り
を
も
っ
て
引
き
継
げ
る
「
初

山
別
村
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く

と
共
に
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
個
性

や
能
力
を
発
揮
し
、
真
の
豊
か
さ
や

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
実
感
で
き

る
生
活
の
実
現
の
た
め
の
施
策
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
起
業
を
目
指
す
隊
員



の
ほ
か
、
新
規
就
農
・
新
規
就
業
に

向
け
た
採
用
に
つ
い
て
も
推
進
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
や
定
住
を
見

据
え
た
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
よ
り

一
層
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二
　
福
祉
の
向
上
と

　
　
　
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

　
幸
せ
を
実
感
で
き
る
福
祉
の
実
現

の
た
め
、
互
い
に
支
え
合
う
共
生
共

助
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

１
　
福
祉
の
向
上

　
　
　
高
齢
者
福
祉

（１）
　
高
齢
者
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
健
や
か
に
生
き
が
い
を
持
ち

な
が
ら
明
る
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
深
化
、
介
護
予
防
及
び
認
知

症
高
齢
者
対
策
を
推
進
し
、
地
域
生

活
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
さ
さ

え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
等
に

よ
り
生
活
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

　
介
護
予
防
で
は
、
健
康
づ
く
り
や

閉
じ
こ
も
り
防
止
の
た
め
、
ま
る
ご

と
元
気
ア
ッ
プ
教
室
な
ど
に
よ
り
運

動
機
能
の
維
持
増
進
及
び
外
出
機
会

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
他
、
高
齢
者
の
自
立
と
社
会

参
加
を
促
す
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
へ
の
助
成
、
高
齢
者
へ
の
無
料

入
浴
券
の
支
給
及
び
医
療
機
関
通
院

費
助
成
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
敬

老
会
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
見
極
め
、

そ
の
開
催
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
対
策
で
は
、
留
萌

中
部
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

に
よ
る
早
期
診
断
・
早
期
対
応
の
支

援
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
エ

ル
ム
の
里
」
へ
の
指
導
、
成
年
後
見

制
度
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
生
活
支
援
で
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
相
談

機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
医
療
機
関
等
と

連
携
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し

ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
雇
用
機
会
創
出

の
た
め
、
高
齢
者
事
業
団
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

　
　
　
障
が
い
者
福
祉

（２）
　
障
が
い
者
が
、
自
立
し
た
日
常
生

活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
自
立
と
社
会
参
加
を

支
援
す
る
総
合
的
な
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
者
通
院
費

助
成
、
特
定
疾
患
患
者
通
院
費
助
成

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
事
業

（３）
　
高
齢
化
の
進
展
や
疾
病
構
造
の
変

化
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、

本
村
の
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、
依

然
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
国
保
事
業
の
都
道
府
県
化
に
よ
り
、

本
村
の
国
保
会
計
が
逼
迫
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
被
保
険
者
の
健

康
の
維
持
増
進
の
た
め
、
今
後
と
も

予
防
事
業
や
健
康
事
業
を
拡
充
し
ま

す
。
ま
た
、
重
複
・
多
受
診
の
抑
制
、

レ
セ
プ
ト
点
検
や
医
療
費
分
析
の
強

化
に
よ
り
医
療
費
の
適
正
化
を
図
り

ま
す
。

　
特
定
健
診
等
の
未
受
診
者
の
把
握

と
そ
の
要
因
分
析
を
行
い
、
受
診
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
、
効
果
的
な
受

診
勧
奨
に
努
め
、
受
診
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
等
を
開
催
し
、

運
動
の
習
慣
化
と
生
活
習
慣
の
改
善

に
取
り
組
み
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と

医
療
費
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

２
　
健
康
づ
く
り

　
村
民
の
皆
様
が
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
と
と
も
に
、「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」
と
の
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
保
健
事
業
・
予
防

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（１）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
染
症
対
策

　
現
在
、
置
き
換
わ
り
が
進
ん
で
い

る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
非
常
に
強
い
感

染
力
を
も
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

右



宇

ル
ス
感
染
症
は
全
国
に
ま
ん
延
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
指
消
毒
等
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
３
回
の
接
種
が
済
ん
で
い
な
い

方
及
び
小
児
で
接
種
を
希
望
す
る
方

が
速
や
か
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
万

全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
保
健
事
業

（２）
　
健
や
か
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
健
康
の
質
を
高
め
る
意

識
が
大
切
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て
、
今
年

度
も
引
き
続
き
「
減
塩
」「
食
物
繊
維

の
摂
取
」「
笑
い
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ

を
重
点
に
据
え
、
減
塩
応
援
隊
と
と

も
に
食
生
活
改
善
の
定
着
等
健
康
づ

く
り
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
運
動
教
室
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

マ
イ
レ
ー
ジ
等
各
種
健
康
づ
く
り
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
特
定
健

診
や
が
ん
検
診
の
受
診
環
境
を
整
備

し
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
努
め
ま
す
。

　
　
　
予
防
事
業

（３）
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

は
、
従
前
同
様
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
し
て
支
援
を
行
い
、
感
染
拡
大
防

止
に
努
め
ま
す
。

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

な
ど
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成

を
継
続
す
る
ほ
か
、
成
人
男
性
に
対

す
る
風
し
ん
抗
体
検
査
及
び
各
種
予

防
接
種
を
国
の
対
策
に
基
づ
き
実
施

し
ま
す
。

３
　
子
育
て
支
援

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
一

元
的
に
応
じ
る
な
ど
、
母
子
保
健
と

子
育
て
支
援
を
一
体
的
に
提
供
し
ま

す
。

　
育
児
教
室
「
ほ
し
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
妊
産

婦
の
健
診
及
び
通
院
費
用
、
新
生
児

の
聴
覚
検
査
、
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
助
成
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。

　
幼
児
教
育
無
償
化
を
継
続
し
ま
す
。

特
に
、
国
の
無
償
化
の
対
象
外
と
な

る
課
税
世
帯
の
３
歳
児
未
満
に
対
し

て
、
村
独
自
で
支
援
し
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る

団
体
を
支
援
し
、
昼
間
保
護
者
が
家

庭
に
い
な
い
児
童
が
放
課
後
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

４
　
医
療
の
確
保

　
村
民
の
皆
様
が
健
康
で
暮
ら
せ
る

よ
う
、
診
療
所
の
運
営
を
村
医
に
委

託
し
、
適
切
な
一
次
医
療
が
受
け
ら

れ
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
診
療
環
境
を
充
実
し
、
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険

者
、
妊
婦
の
方
及
び
　
歳
以
上
５
歳

４０

刻
み
の
年
齢
の
方
を
対
象
に
歯
科
検

診
を
実
施
し
、
口
腔
衛
生
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　
二
次
医
療
を
担
う
地
域
セ
ン
タ
ー

病
院
で
あ
る
道
立
羽
幌
病
院
は
、
常

勤
医
師
の
確
保
等
診
療
体
制
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
係
自

治
体
と
連
携
し
、
体
制
の
強
化
充
実

を
強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、

留
萌
圏
域
で
の
広
域
連
携
に
よ
り
体

制
の
充
実
・
補
完
を
図
り
ま
す
。

５
　
環
境
の
整
備

　
　
　
一
般
廃
棄
物
及
び

（１）
　
　
　
　
　
　
　
　
し
尿
処
理
対
策

　
羽
幌
町
外
２
町
村
衛
生
施
設
組
合

に
お
い
て
、
新
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
の
建
設
工
事
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
今
後
も
従

前
同
様
、
分
別
収
集
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
な
い
き

れ
い
な
村
づ
く
り
の
た
め
、
不
法
投

棄
の
防
止
、
地
域
環
境
の
美
化
・
保

全
に
努
め
ま
す
。

　
し
尿
処
理
業
務
は
、
今
後
も
収
集

業
者
に
業
務
を
委
託
し
、
３
町
村
共

同
で
処
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
住
環
境
の
整
備

（２）
　
村
営
住
宅
は
、
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
改
修
工
事
を
実
施
す
る
ほ

か
、
営
繕
に
よ
る
、
快
適
で
良
質
な

住
宅
の
維
持
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
昨
年
度
終
了
し
た
定
住
促
進
住
環

境
整
備
助
成
事
業
を
一
部
見
直
し
の



烏

う
え
、
新
た
な
助
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
若
者
世
代
の
定

住
促
進
、
空
き
家
の
流
動
化
、
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
転
入
加
算

を
設
け
、
村
外
か
ら
の
転
入
者
を
支

援
し
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
良
好
な
生
活
環
境
を

保
全
す
る
た
め
、
空
き
家
等
対
策
計

画
に
基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
、
空
き
家
の
発
生
防
止
や
有
効
利

用
、
危
険
家
屋
へ
の
対
応
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
再
利
用
を
促
す

た
め
に
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を

推
奨
し
、
居
住
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

（３）
　
情
報
化
や
技
術
革
新
が
村
民
の
皆

様
の
利
便
性
の
向
上
や
地
域
の
活
性

化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か

ら
、
村
内
の
情
報
通
信
格
差
を
是
正

す
る
た
め
、
高
度
無
線
環
境
整
備
推

進
事
業
に
よ
り
、
村
内
全
て
の
地
区

へ
光
フ
ァ
イ
バ
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
放
送
の
安
定
的
な
視
聴
環

境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
明
里
地
区

テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
の
光
ケ
ー
ブ

ル
化
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
公
園
等
の
整
備

（４）
　
公
園
に
つ
い
て
は
、
安
全
対
策
と

景
観
の
向
上
に
配
慮
し
た
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
、
村
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
利
用
で
き
る
公
園
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　
　
　
上
下
水
道
事
業

（５）
　
簡
易
水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管

理
に
よ
る
、
安
全
で
清
浄
な
水
の
安

定
供
給
と
経
営
の
効
率
化
に
努
め
ま

す
。

　
ま
た
、
持
続
可
能
な
水
道
事
業
を

実
現
す
る
た
め
、
中
長
期
的
な
視
点

に
立
ち
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
水

道
施
設
を
管
理
運
営
す
る
、
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
管
路
等
更
新
計

画
策
定
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
快
適

な
生
活
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
施
設
及
び
管
路
の
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
個
別
排
水
処
理
施
設
に
つ
き
ま
し

て
も
、
引
き
続
き
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
を
促
進
し
、
生
活
環
境
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
運
営
基
盤
強
化
を
図

る
た
め
、
公
営
企
業
会
計
の
令
和
６

年
度
適
用
に
向
け
た
移
行
業
務
を
継

続
し
ま
す
。

６
　
交
通
の
確
保

　
　
　
道
路
・
橋
梁
の
整
備

（１）
　
村
道
に
つ
い
て
は
、
初
山
別
５
条

線
道
路
排
水
改
修
事
業
を
継
続
す
る

ほ
か
、
道
路
照
明
の
維
持
管
理
、
冬

期
間
に
お
け
る
除
雪
な
ど
、
安
全
で

快
適
性
を
確
保
し
た
道
路
交
通
環
境

の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
橋
梁
は
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
、
大
高
橋
の
補
修
や
橋
梁
点

検
を
実
施
す
る
な
ど
、
安
心
・
安
全

な
道
路
交
通
網
を
確
保
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
を
は
じ
め
と
す
る
主

要
道
路
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
暮
ら

し
や
経
済
を
支
え
る
交
通
網
と
し
て

の
重
要
性
を
、
国
・
道
に
強
く
訴
え
、

管
内
市
町
村
と
連
携
し
、
機
能
強
化

や
老
朽
化
対
策
を
要
請
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
　
地
域
交
通

（２）
　
通
学
、
通
院
等
、
村
民
の
皆
様
の

生
活
を
支
え
る
公
共
交
通
機
関
と
し

て
バ
ス
路
線
が
果
た
す
役
割
は
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
線
維
持
の
た

め
必
要
な
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
な
お
、
高
校
通
学
定
期
運
賃
補
助

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
移
動
手
段
を
も
た
な
い
、
い
わ
ゆ

る
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
、
引
き
続

き
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業
を
実
施

し
、
し
ょ
さ
ま
る
号
の
運
行
に
よ
り

高
齢
者
等
の
外
出
機
会
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

７
　
地
域
防
災
力
の
強
化

　
国
の
「
国
土
強
靭
化
基
本
計
画
」

及
び
北
海
道
の
「
北
海
道
強
靭
化
計

画
」
と
の
調
和
と
、
施
策
の
展
開
方

向
と
の
整
合
性
を
図
り
策
定
し
ま
し

た
「
初
山
別
村
強
靭
化
計
画
」
に
掲

げ
る
目
標
で
あ
り
ま
す
大
規
模
自
然

災
害
か
ら
村
民
の
皆
様
の
生
命
・
財

産
を
守
り
、
村
の
重
要
な
社
会
経
済

機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
国
、
北
海
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道
、
民
間
事
業
者
、
村
民
の
皆
様
と

連
携
し
、
本
村
の
強
靭
化
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
体
制
と
し
て
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
、
生
活
支
援
メ
ー
ル
の
配
信
、
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
等
の
情
報
伝
達
手
段

の
活
用
、
停
電
時
に
お
け
る
発
電
機

を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
迅
速

な
情
報
伝
達
や
被
災
時
に
お
け
る
適

応
態
勢
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
自
治
会
に
お
け
る
自

主
防
災
組
織
の
設
立
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
災
害
時
の
共
助
体
制
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
防
災
教

室
や
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
も

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
　
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

　
　
　
　
　
教
育
の
振
興
充
実

　
地
域
の
発
展
は
「
人
づ
く
り
」
で

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り

ま
す
。

　
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な

り
、
創
造
力
に
富
む
強
く
た
く
ま
し

く
時
代
を
切
り
拓
く
力
を
も
っ
た
人

づ
く
り
に
努
め
る
た
め
、
学
校
教
育

の
充
実
を
始
め
学
術
及
び
文
化
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
更
に
魅
力
あ
る
初
山
別
村

の
教
育
を
推
し
進
め
る
た
め
、
教
育

行
政
執
行
方
針
を
基
本
と
し
た
教
育

委
員
会
が
行
う
諸
施
策
が
効
果
的
に

推
進
さ
れ
る
よ
う
連
携
を
密
に
す
る

と
と
も
に
、
総
合
教
育
会
議
に
お
い

て
連
携
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１
　
学
校
教
育
の
推
進

　
基
礎
的
、
基
本
的
な
知
識
の
定
着

に
加
え
、
人
間
性
豊
か
で
、
た
く
ま

し
い
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
り
実

現
で
き
る
よ
う
、
学
び
の
継
続
と
よ

り
良
い
教
育
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
一
層
の
食
育
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
学
校
施
設
に
お
い
て
快

適
で
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
の
中
で
意

欲
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
活
用
に
向
け
た
環
境
整
備
を

は
じ
め
と
し
て
、
引
き
続
き
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

２
　
社
会
教
育
の
推
進

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
生
涯

学
習
機
会
の
充
実
を
図
り
、
各
分
野

と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
の
人
材
を

活
用
し
な
が
ら
社
会
参
加
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
文
化
芸
術
活
動
の
振

興
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
関
わ
る
人
材
の
環
境
づ
く
り
と
各

種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

健
康
づ
く
り
運
動
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
日
常
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

四
　
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

　
　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
村
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
「
住
民

主
体
」「
情
報
共
有
」「
協
働
」
を
基

本
と
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
促

進
を
図
り
つ
つ
、
住
民
が
積
極
的
に

参
加
し
、
村
民
の
皆
様
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
行
財
政
の
情
報
、

村
づ
く
り
の
目
標
、
目
指
す
べ
き
方

向
性
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
明
確
に
し
て
目
標
の
達
成
に
向
け

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
　
行
政
の
運
営

　
社
会
の
成
熟
化
に
伴
い
、
村
づ
く

り
に
対
す
る
村
民
意
識
の
高
ま
り
と

と
も
に
、
地
方
分
権
の
流
れ
か
ら
、

み
ん
な
で
考
え
み
ん
な
で
行
動
し
、

将
来
展
望
に
立
っ
た
持
続
可
能
な
地

域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
村
民
の

皆
様
と
と
も
に
村
づ
く
り
に
取
り
組

む
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
お
茶
の
間
懇
談
会
や
村
づ
く
り

ト
ー
ク
を
は
じ
め
様
々
な
場
面
に
お

い
て
村
民
の
皆
様
の
声
を
聞
く
と
と

も
に
、
地
域
ふ
れ
あ
い
担
当
職
員
の

効
果
的
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
住
民
広
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
見
や
す
い
誌
面
づ

く
り
を
行
い
、
村
民
の
皆
様
と
情
報

を
共
有
化
で
き
る
よ
う
、
一
層
の
内

容
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
行
政
運
営
の
核
で
あ
る
一
方
、
災

害
発
生
時
の
対
応
拠
点
と
な
る
役
場

庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
想
定

さ
れ
る
災
害
対
応
、
財
政
事
情
の
両

面
を
十
分
に
見
極
め
て
、
望
ま
し
い

構
想
づ
く
り
に
向
け
た
継
続
的
な
検

討
を
進
め
ま
す
。

　
役
場
窓
口
は
、
村
民
の
皆
様
が
気

軽
に
入
り
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
職
員
が
接
す

る
様
々
な
場
面
に
お
い
て
、
親
切
・

丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
対
応
に
努
め

ま
す
。
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人
事
管
理
に
お
い
て
は
、
職
員
研

修
を
通
じ
、
行
政
職
員
と
し
て
の
基

礎
的
な
ス
キ
ル
の
向
上
に
継
続
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
人
事
評
価
制
度
で

は
、
職
員
の
能
力
向
上
と
組
織
力
の

相
乗
的
な
向
上
を
目
指
し
、
評
価
結

果
活
用
の
実
施
に
向
け
、
研
修
会
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
評
価
の
公
平

性
を
確
保
し
た
実
施
体
制
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
地
方
公
務
員
の
定
年
引
上
げ
に

対
応
し
、
職
の
在
り
方
の
検
討
を
は

じ
め
、
働
き
方
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
早
期
に
必
要
な
例
規
整
備
、
情

報
提
供
が
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
国
が
進
め
る
「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
や
、

法
に
基
づ
く
「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
」
移
行
の
た
め
の
「
シ
ス
テ
ム
標

準
化
・
共
通
化
」
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
専
門
的
か
つ
多
岐
の
業
務
に
わ

た
る
こ
と
か
ら
、
留
萌
地
域
電
算
共

同
化
推
進
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
り
、

継
続
的
な
検
討
を
進
め
、
事
業
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
ま
た
、
役
場
庁
舎
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度

１３

か
ら
行
政
事
務
ご
と
の
整
備
や
総
合

行
政
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
よ
り

逐
次
整
備
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
分
散
さ
れ
絡
み
合
っ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
統
合
し
、
シ
ス
テ
ム
障
害

時
の
円
滑
な
復
旧
、「
自
治
体
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
強
靱
化
」
を
進
め
る
た

め
、
経
年
劣
化
の
著
し
い
各
サ
ー

バ
ー
機
器
等
の
更
新
を
行
い
、
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
定
性
・
信
頼
性

を
高
め
た
環
境
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

２
　
財
政
の
運
営

　
本
村
の
限
ら
れ
た
行
政
資
産
や
財

源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
事
務

事
業
の
点
検
・
検
証
を
行
う
と
と
も

に
、
公
共
財
産
等
に
あ
っ
て
は
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ

い
た
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
老
朽

化
す
る
施
設
の
適
時
改
修
に
よ
る
長

寿
命
化
あ
る
い
は
除
却
を
進
め
、
適

切
な
維
持
管
理
に
よ
る
将
来
負
担
の

軽
減
・
平
準
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
全
般
に
わ
た
り
職
員

の
コ
ス
ト
意
識
を
高
め
、
経
費
の
抑

制
を
図
る
と
と
も
に
、
有
効
な
特
定

財
源
の
発
掘
に
よ
る
一
般
財
源
の
抑

制
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
国
に
お
け
る
令
和
４
年
度

の
基
礎
的
財
政
収
支（
Ｐ
Ｂ
）は
　
兆
１３

円
の
赤
字
の
見
込
み
で
あ
り
、
令
和

４
年
度
末
の
国
債
発
行
残
高
は
１
埀

０
２
６
兆
円
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
も
先

送
り
さ
れ
る
な
ど
の
現
状
か
ら
、
地

方
交
付
税
に
お
い
て
も
永
続
的
に
交

付
規
模
の
維
持
を
続
け
る
こ
と
は
厳

し
い
も
の
と
推
測
さ
れ
、
今
後
も
一

層
堅
実
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

 Ⅳ
 令
和
３
年
度
予
算
編
成

　
地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
一
般
財

源
総
額
は
、
社
会
保
障
経
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
、「
新
経
済
・
財
政

再
生
計
画
」
を
踏
ま
え
、
重
要
課
題

に
対
応
し
つ
つ
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
地
方
の

安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一
般

財
源
総
額
に
つ
い
て
、
前
年
度
の
水

準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質
的
に
同

水
準
を
確
保
、
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
は
、
極
め
て
厳
し
い
地
方
財
政
の

現
状
を
踏
ま
え
、
本
来
の
役
割
で
あ

る
財
源
の
調
整
機
能
と
保
障
機
能
が

発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
に
総
額
を

確
保
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
村
の
実
質
公
債
費
比
率
は
令
和

２
年
度
に
お
い
て
は
単
年
度
６
坩３

％
、
３
か
年
平
均
６
坩６
％
と
横
ば

い
傾
向
に
あ
り
、
現
状
数
年
は
　
％
１０

以
下
で
推
移
す
る
見
込
み
で
、
健
全

財
政
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
で
は
初
山
別
中
学

校
大
規
模
改
修
事
業
や
高
度
無
線
環

境
整
備
推
進
事
業
の
実
施
ほ
か
、
中

部
３
町
村
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
事
業
の
着
手
に
よ
り
、
今
後
償
還

額
が
増
加
す
る
要
素
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
、
併
せ
て
標
準
財
政
規
模
の
縮

小
に
よ
る
実
質
公
債
費
比
率
へ
の
影

響
な
ど
を
念
頭
に
置
き
、
公
債
費
を

抑
制
し
、
将
来
に
負
担
を
先
送
り
し

な
い
施
策
の
展
開
が
肝
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
村
は
、
地
方
交
付
税
に
大
き
く

依
存
す
る
財
政
構
造
で
あ
り
、
令
和

４
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

「
先
進
的
な
少
数
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
」
を
基
本
方
針
の
テ
ー
マ
と

し
、
国
の
政
策
及
び
国
内
の
経
済
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
歳
入
の
確
保
と

歳
出
の
削
減
に
努
め
、
総
合
振
興
計

画
ほ
か
総
合
戦
略
を
は
じ
め
各
種
計



画
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
推
進
す

る
と
の
方
針
を
も
っ
て
予
算
編
成
に

取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 Ⅴ
 む
　
す
　
び

　
以
上
、
村
政
運
営
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
の
、
私
の
所
信
の
一
端
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、

豊
か
さ
の
本
質
が
見
直
さ
れ
る
時
代

に
あ
り
ま
す
。

　
農
山
漁
村
の
価
値
を
再
考
し
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
心

豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
、
魅

力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
に
向
け
、

皆
様
の
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
、
村
議
会
の
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

雨

 Ⅰ
 は
じ
め
に

　
令
和
４
年
第
１
回
初
山
別
村
議
会

定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
教
育
委

員
会
の
所
管
行
政
に
関
す
る
主
要
な

方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
全
国
的
な
拡
大
に
伴
い
、
社

会
全
体
に
人
が
行
動
す
る
事
へ
の
創

意
工
夫
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
、

急
速
な
情
報
化
の
進
展
な
ど
取
り
巻

く
環
境
も
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

地
域
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
く

人
々
が
、
自
ら
学
び
、
感
性
を
高
め
、

老
い
も
若
き
も
自
ら
の
可
能
性
を
信

じ
な
が
ら
活
躍
し
て
い
き
、
地
域
を

躍
動
さ
せ
る
豊
富
な
人
材
を
育
成
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
世
代

を
超
え
た
教
育
の
取
組
と
各
分
野
の

役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
子
ど
も
た

ち
に
は
ふ
る
さ
と
や
地
域
に
誇
り
を

持
ち
、
人
の
心
を
思
い
や
る
感
性
と
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
、
た
く
ま
し
く
生

き
抜
い
て
い
く
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
坩０
の
未
来
社
会
を
見
据
え
た
環

境
づ
く
り
を
は
じ
め
、
地
域
社
会
が

総
が
か
り
で
子
ど
も
の
成
長
を
支
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

国
や
道
の
教
育
動
向
を
踏
ま
え
、
本

村
の
活
力
と
発
展
の
基
礎
と
な
る

「
ひ
と
づ
く
り
」、
さ
ら
に
は
「
学
び

の
保
障
」、「
学
び
の
継
続
」
を
深
め

「
確
か
な
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」

を
目
指
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

行
政
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
実
効

性
の
あ
る
教
育
行
政
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 Ⅱ
 教
育
行
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

　
初
山
別
村
の
教
育
目
標
で
あ
る

「
自
然
を
愛
し
、
健
全
な
心
身
の
も

と
、
連
帯
感
と
創
造
力
に
満
ち
た
活

動
的
な
人
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、
第
８
期
総
合
振
興
計
画
と
各

教
育
関
係
の
計
画
に
基
づ
き
、
施
策

の
具
体
的
な
推
進
を
図
り
、
こ
の
村

で
育
っ
て
い
く
児
童
生
徒
の
教
育
環

境
を
整
え
、
保
護
者
や
住
民
に
も
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
と
な
る
よ
う
、

ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
、
そ
こ
に
関

わ
る
人
材
の
育
成
、
そ
し
て
安
全
面

を
確
保
し
創
意
工
夫
し
た
学
校
づ
く

り
を
進
め
、
村
総
合
教
育
会
議
を
中

心
と
し
て
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行

政
の
連
携
を
深
め
、
初
山
別
村
に
お

け
る
教
育
の
課
題
及
び
目
指
す
姿
等

を
共
有
し
な
が
ら
、
教
育
行
政
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
と
地
域
が
連
携
し
て

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
づ
く
り
を
一
体
的

に
取
り
組
み
、
育
成
で
き
る
人
材
、

関
わ
れ
る
人
材
と
の
協
働
に
よ
り
、

大
人
と
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
世

代
を
通
じ
て
学
び
体
験
し
て
い
け
る

生
涯
学
習
社
会
の
充
実
を
目
指
し
、

各
分
野
の
垣
根
を
越
え
た
取
組
み
を

令
和
４
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針



卯

深
め
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
実
践

を
行
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
人
づ
く
り
を
基
本
と

し
て
自
ら
気
づ
き
、
相
手
へ
の
気
配

り
、
思
い
や
り
を
持
ち
地
域
と
の
関

わ
り
を
深
め
、
と
も
に
活
動
し
、
役

割
を
担
い
、
躍
動
す
る
人
材
の
育
成

を
重
点
に
教
育
行
政
の
充
実
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

 Ⅲ
 令
和
４
年
度
の
主
要
な
施
策

１
　
人
間
性
豊
か
で
逞
し
い

　
　
　
　
　
　
　
児
童
生
徒
の
育
成

　
社
会
の
様
々
な
変
化
に
適
応
で
き

る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
主

体
的
に
学
び
に
向
か
い
、
習
得
し
た

知
識
、
技
能
、
経
験
を
活
用
し
て

様
々
な
状
況
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
育
む

こ
と
が
重
要
で
す
。
確
か
な
学
力
の

育
成
に
つ
い
て
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
行
政
が
互
い
に
連
携
し
た
「
初

山
別
村
ス
ク
エ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
基
本
に
、
小
学
校
と
中
学
校
の
連

携
に
よ
る
９
年
間
の
「
学
び
の
連
続

性
」
の
確
実
な
定
着
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
小
学
校
に
お
い
て
は
地
域
全
体
の

学
力
向
上
を
め
ざ
す
「
授
業
改
善
推

進
チ
ー
ム
活
用
事
業
」
に
よ
り
近
隣

町
と
の
連
携
に
よ
る
組
織
的
な
授
業

改
善
に
取
組
み
、
ま
た
、
中
学
校
に

お
い
て
は
引
き
続
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
リ
モ
ー
ト
学
習
の
範
囲
を
拡
大

す
る
な
ど
実
践
力
の
向
上
を
目
指
し
、

本
村
児
童
生
徒
の
教
育
環
境
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
は
じ
め
と
し

て
、
教
育
委
員
会
と
村
内
校
長
会
に

お
け
る
各
校
の
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル

の
一
層
の
確
立
に
よ
り
、
分
析
・
検

証
を
行
い
、「
初
山
別
村
学
力
向
上

連
携
協
議
会
」
で
の
協
議
を
深
め
て

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視

点
を
大
切
に
し
た
授
業
改
善
を
図
り

な
が
ら
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
た

望
ま
し
い
学
習
習
慣
、
生
活
習
慣
の

定
着
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
に
つ
い
て
も
、
長
期
休
業

期
間
中
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、

高
校
生
や
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
、
外
部
人
材
を
活
用
し
た
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス

ク
ー
ル
を
実
施
す
る
ほ
か
、
英
語
・

漢
字
検
定
の
受
験
料
助
成
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

「
初
山
別
村
特
別
支
援
教
育
連
携
協

議
会
」
を
中
心
と
し
た
組
織
的
な
支

援
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

小
・
中
学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
適
切
な
指
導
や
必
要
な
支
援
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
理
解
教
育
に
つ
い
て
は
、
外

国
語
指
導
助
手
の
効
率
的
な
活
用
を

図
り
、
小
学
校
・
中
学
校
は
も
と
よ

り
就
学
時
前
の
子
ど
も
た
ち
に
も
外

国
語
に
ふ
れ
る
機
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
の
た
め
、
保
育
所

等
へ
の
外
国
語
指
導
助
手
の
派
遣
を

と
お
し
て
、
さ
ら
な
る
英
語
教
育
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
、
社

会
見
学
、
職
場
体
験
な
ど
に
よ
り
、

児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
望
ま
し

い
職
業
観
・
勤
労
観
及
び
職
業
に
関

す
る
知
識
や
技
能
を
育
む
教
育
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
関
係
人
口
づ
く
り

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
草
の
根
教
育
実

習
シ
ス
テ
ム
や
大
学
生
に
よ
る
へ
き

地
体
験
教
育
実
習
の
受
入
れ
を
行
い
、

地
域
教
職
員
の
確
保
に
向
け
た
取
組

み
に
も
参
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
教
育
に
つ
い
て
は
、
自

分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産
業

等
に
親
し
み
、「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
や
誇
り
を
育
む
た
め
、
簡
易
郷

土
資
料
館
等
を
活
用
し
初
山
別
村
の

歴
史
や
郷
土
学
習
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
健
や
か
な
体
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
体
力
や
運
動
能
力
・

運
動
習
慣
等
の
状
況
や
課
題
を
的
確

に
把
握
し
、
望
ま
し
い
体
力
・
運
動

能
力
の
向
上
を
目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
活
動
や
社
会
教
育
事
業
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活
性
化
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
」
な
ど
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着

の
た
め
、
家
庭
と
連
携
し
た
生
活
環

境
づ
く
り
及
び
社
会
教
育
事
業
に
よ

る
生
活
習
慣
の
見
直
し
に
つ
い
て
取

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
に

お
い
て
は
、
家
庭
と
地
域
社
会
の
結

び
つ
き
を
深
め
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
た
ち
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
や
事
故
か
ら



守
る
た
め
、
保
護
者
や
地
域
・
関
係

機
関
に
よ
る
「
初
山
別
村
生
活
指
導

連
絡
協
議
会
」
と
の
連
携
強
化
を
図

り
な
が
ら
、「
子
ど
も
１
１
０
番
」
や

防
犯
カ
メ
ラ
を
有
効
活
用
し
な
が
ら

地
域
の
子
ど
も
達
を
守
る
取
組
み
を

継
続
し
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
の
機
会
均
等
と
振
興
に
つ
い

て
は
、
各
分
野
と
の
相
互
連
携
を
取

り
な
が
ら
人
材
育
成
に
努
め
、
村
の

発
展
に
寄
与
す
る
有
用
な
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
、
高
等
学
校
以
上
へ

の
進
学
希
望
者
に
対
し
て
、
継
続
し

て
奨
学
資
金
貸
付
け
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

２
　
快
適
に
学
ぶ
創
意
工
夫
し
た

　
　
　
　
　
　
　
教
育
環
境
の
整
備

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
快
適
に

教
育
を
受
け
る
学
び
舎
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
度
の
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
よ
る
事
業

活
用
で
児
童
生
徒
へ
一
人
一
台
端
末

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
な
お

一
層
の
活
用
・
充
実
が
も
と
め
ら
れ

て
お
り
、
不
測
の
事
態
で
も
学
校
の

学
び
を
止
め
な
い
リ
モ
ー
ト
学
習
の

対
応
に
つ
い
て
、
具
体
化
を
図
り
、

教
職
員
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
　
教
育
の
指

導
力
向
上
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
へ
の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
持
帰
り
運
用
や
、
ゲ
ー
ム
機
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
で
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
児
童
生

徒
を
守
る
た
め
に
、
通
信
機
器
の
取

扱
い
及
び
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
・

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
は
、
言

葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力

を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に

し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。学
校
図
書
室
の
充
実
に

加
え
児
童
生
徒
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
読
書
環
境
の
整
備
に
取
組
み
、
読

書
習
慣
の
向
上
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
「
変
形
労

働
時
間
制
度
」
導
入
、
令
和
５
年
度

か
ら
の
段
階
的
な
部
活
動
地
域
移
行

に
向
け
た
方
策
を
確
実
に
進
め
、
教

職
員
が
教
育
活
動
に
専
念
で
き
る
環

境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
個
性
を
伸
ば
し
能
力

を
引
き
出
す
学
習
に
お
い
て
は
、
学

校
教
育
に
携
わ
る
教
職
員
の
資
質
・

能
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
教
職
員
の
授
業
実
践
を
基
盤

と
し
た
校
内
研
修
の
充
実
は
も
と
よ

り
、
各
種
研
修
会
や
研
究
会
な
ど
へ

の
参
加
を
促
進
し
、
引
き
続
き
指
導

力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
食
育
に
つ
い
て
は
、
食
の
正
し
い

知
識
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
し
ょ

さ
ん
べ
つ
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
」
事
業

を
開
始
し
、
児
童
生
徒
へ
の
食
育
指

導
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

よ
り
学
校
給
食
に
近
い
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３
　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

　
　
楽
し
く
学
ぶ
生
涯
学
習
の
推
進

　
村
民
が
生
涯
の
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
誰
と
で
も
自
由
に
学
習
機
会

を
選
択
し
、
豊
か
に
学
び
、
文
化
に

親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
そ

の
学
ん
だ
成
果
を
生
か
す
こ
と
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
文
化
芸
術
活
動
で
は
、
村
民
自
ら

が
文
化
活
動
に
参
加
す
る
気
運
を
一

層
高
め
る
た
め
、
文
化
協
会
と
の
協

働
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
村
文
化

祭
を
継
続
開
催
す
る
と
と
も
に
、
優

れ
た
芸
術
文
化
に
ふ
れ
る
機
会
を
拡

充
す
る
た
め
、
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業

の
充
実
の
ほ
か
、
簡
易
郷
土
資
料
館

を
活
用
し
た
郷
土
文
化
学
習
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
け
る
読
書
活
動
の

普
及
促
進
に
つ
い
て
は
、「
第
３
次

初
山
別
村
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
の
着
実
な
推
進
を
目
指
し
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
連
携
し
、

読
書
機
会
の
提
供
や
読
書
環
境
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
乳
児
期
か

ら
読
書
に
親
し
む
習
慣
を
定
着
さ
せ

る
た
め
に
開
始
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
」
を
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
引
き

続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
村
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
に

鵜



お
い
て
は
図
書
室
の
土
曜
開
放
や

「
読
み
聞
か
せ
」
の
実
施
な
ど
を
通

じ
て
、
就
学
前
の
子
ど
も
や
保
護
者

が
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

図
書
室
の
機
能
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
存
で
は
先
人
の
残
し

た
貴
重
な
郷
土
資
料
の
保
存
に
努
め
、

簡
易
郷
土
資
料
館
も
兼
ね
た
旧
豊
岬

小
学
校
校
舎
の
有
効
活
用
で
は
、
昨

年
度
整
備
さ
れ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ポ
ッ
ト
」
で
の
事
業
展
開
も
検
討

し
、
今
後
の
多
様
な
学
習
施
設
の
実

現
に
向
け
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
「
有
明
獅
子
舞
」
の
伝

承
活
動
に
つ
い
て
継
続
し
て
助
成
・

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
　
健
康
な
暮
ら
し
を
楽
し
む

　
　
　
　
村
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
む
中
、

各
世
代
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
本
村
に
お
い

て
は
村
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
を
め
ざ
し
、

早
世
予
防
や
介
護
予
防
・
生
活
習
慣

病
予
防
事
業
と
連
動
し
た
、
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
を
図
り
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
体
育
協
会
・
福

祉
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
気
軽
に

親
し
む
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及
及
び
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
に
普
及
し
て
き
て
い

る
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

へ
の
認
識
を
高
め
、
部
活
動
地
域
移

行
の
受
け
皿
と
し
て
の
体
制
や
環
境

づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
状
況
を
把
握

し
な
が
ら
、
指
導
者
の
養
成
と
支

援
・
助
成
を
行
い
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ

環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
合
宿
誘
致
推
進
事
業
」

に
よ
り
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口
の

拡
大
と
社
会
教
育
施
設
の
有
効
活
用

を
図
り
ま
す
。
村
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
は
、
村
民
の
総
合
的
ス
ポ
ー
ツ

の
場
で
あ
り
、
本
村
ス
ポ
ー
ツ
の
活

動
拠
点
と
し
て
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
体
育
館
は
、
地
域
住

民
の
運
動
の
広
場
と
し
て
開
放
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
維
持
補

修
に
つ
い
て
は
、
優
先
度
を
勘
案
し

な
が
ら
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

５
　
夢
と
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
天
文
台
の
活
性
化

　
平
成
元
年
の
開
設
以
来
、
み
さ
き

台
公
園
の
中
心
的
施
設
で
あ
る
し
ょ

さ
ん
べ
つ
天
文
台
は
、
天
体
学
習
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
と
観
光
拠
点
施

設
と
し
て
の
役
割
を
兼
ね
備
え
た
貴

重
な
存
在
で
あ
り
ま
す
。

　
施
設
は
建
設
後
　
年
が
経
過
し
た

３３

こ
と
か
ら
、
一
部
改
修
も
含
め
、
適

切
な
維
持
管
理
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　「
星
ま
つ
り
」
や
「
天
文
台
活
性
化

事
業
」
を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
村

民
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
き
た

「
星
空
観
察
会
」
を
広
く
一
般
来
場

者
向
け
の
事
業
へ
変
更
す
る
な
ど
、

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
施
設
で

あ
り
続
け
る
た
め
の
体
制
構
築
に
努

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
情

報
発
信
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
登
録
者
が
１
万
人
を
超
え
た
「
マ

イ
ス
タ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
」
は
、
今
後

に
お
い
て
も
継
続
し
て
登
録
者
の
増

加
に
努
め
る
ほ
か
、
天
文
台
運
営
事

業
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
夢
と

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
星
の
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 Ⅳ
 む
　
す
　
び

　
以
上
、
令
和
４
年
度
の
教
育
行
政

の
執
行
に
関
す
る
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
に

誇
り
を
も
ち
未
来
に
向
か
っ
て
た
く

ま
し
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
村
民
一
人
ひ
と
り

が
生
き
生
き
と
学
び
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
教
育
施
策
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
教
育
行
政

執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

窺



第７５第７５回回　
初山別中学校卒業初山別中学校卒業式式

ふじみ保育所卒園ふじみ保育所卒園式式

丑

卒業証書授卒業証書授与与

修了証書授修了証書授与与 ４月から１年生になるよ４月から１年生になるよ！！

答答辞辞
小川 真聡 さ　小川　真聡 さんん

佐藤 楓　　　佐藤　楓季季 さん さん

お世話になった先生方お世話になった先生方へへ

お手紙を贈りましお手紙を贈りましたた

８名の卒業生の皆さん、おめでとうございま８名の卒業生の皆さん、おめでとうございますす

卒園児のこ卒園児のこととば・ば・歌歌 保護者保護者にに「「ありがとうありがとう」」１１００人のおともだち卒園おめでとう人のおともだち卒園おめでとう！！



碓

３ 月のこんなことあんなこと

今月のほしっこくらぶは

☆じゆうあそび　でした。（３月２３日）

卒業証書授卒業証書授与与

４月の「ほしっこくらぶ」は、

２０日、２７日開催予定です。

　ふじみ保育所にて、ステージに飾られ

た７段の雛人形と一緒に写真撮影を行

いました。その他に、ひなまつりにちなん

だ歌を歌ったり、紙芝居を鑑賞しました。

（３月３日）

ふじみ保育所ひなまつり撮影会
ほしっこくらぶ －３月号－

第１２５第１２５回回　
初山別小学校卒業初山別小学校卒業式式

７名の卒業生の皆さん、おめでとうございま７名の卒業生の皆さん、おめでとうございますす



　
「
コ
ロ
ナ
」
で
不
安
を
抱
え
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
、

生
命
に
直
結
す
る
事
態
の
た
め
、
私

た
ち
の
感
情
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
は
、

う
つ
が
深
ま
り
や
す
い
次
の
条
件
を

刺
激
し
ま
す
。

■
無
力
感

　
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
状
況
に
受

け
身
で
い
る
し
か
な
く
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
何
も
な
い
と
い
う
無
力

感
。

■
不
安
感

　
生
命
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う

不
安
は
も
ち
ろ
ん
、
見
通
し
が
立
た

な
い
こ
と
や
、
雇
用
や
収
入
へ
の
不

安
感
。

■
自
責
感

　
自
分
が
他
人
に
ウ
イ
ル
ス
を
う
つ

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
あ
る
い

は
、
楽
し
い
こ
と
を
す
る
の
は
良
く

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
自
責
感
。

■
疲
労
感

　
前
記
の
感
情
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
連
続
す
る
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
進
む
こ
と
へ
の
負
担
感
・
疲
労
感
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、「
疲
労

感
」
が
蓄
積
し
や
す
い
の
で
要
注
意

で
す
。
疲
れ
は
自
覚
し
に
く
く
、

「
そ
ん
な
も
の
だ
」
と
軽
く
考
え
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
通
常
は
嫌
な
こ

と
が
起
き
て
も
休
め
ば
回
復
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
疲
労
が
蓄
積
さ

れ
る
た
め
、
同
じ
出
来
事
で
も
２
倍

傷
つ
き
や
す
く
、
２
倍
回
復
に
時
間

が
か
か
る
様
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
を
ご
ま
か
し
て
動
き
続
け
て
い

る
と
う
つ
状
態
と
な
り
、
死
に
た
い

気
持
ち
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

　「
心
が
弱
い
か
ら
う
つ
に
な
る
」の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決
し
て「
性
格
」

で
あ
る
と
誤
解
せ
ず
、「
状
態
」
で
あ

り
、
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。
大
切

な
の
は
「
強
く
な
れ
」
で
は
な
く
、

十
分
な
休
息
で
心
身
を
癒
や
す
こ
と

な
の
で
す
。

　
周
り
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る

場
合
、
次
に
あ
げ
る
寄
り
添
う
気
持

ち
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

■
声
を
掛
け
る

　
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
と
思
っ
た

ら
、「
顔
色
が
良
く
な
い
け
ど
、
夜
眠

れ
て
る
？
」
な
ど
、
ま
ず
は
体
の
調

子
を
気
遣
う
言
葉
を
か
け
て
み
ま
す
。

そ
こ
か
ら
相
手
が
苦
し
い
気
持
ち
を

打
ち
明
け
て
き
た
ら
耳
を
傾
け
て
く

だ
さ
い
。

■
休
ま
せ
る

　
疲
れ
は
と
に
か
く
休
む
こ
と
。
死

に
た
い
気
持
ち
が
出
て
い
る
と
き
は
、

仕
事
や
家
事
な
ど
か
ら
離
れ
て
、

１
ヶ
月
は
し
っ
か
り
休
ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
一
時
的
に
入
院
す
る
な

ど
、
休
む
環
境
を
整
え
た
り
、
医
療

（
薬
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
を
利
用

し
た
り
す
る
と
よ
り
効
果
的
で
す
。

■
話
を
聞
く

　
苦
し
ん
で
い
る
人
は
、
誰
か
に
自

分
の
苦
し
み
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
と

思
う
一
方
で
、
こ
ん
な
こ
と
で
弱
音

を
吐
く
の
は
自
分
だ
け
で
は
、
と
い

う
自
責
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。「
こ

の
人
に
な
ら
分
か
っ
て
も
ら
え
る
」

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
聞
き
方
を
意

識
し
ま
し
ょ
う
。

　
話
し
を
聞
く
時
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

相
手
が
話
し
た
内
容
を
ま
と
め
て
あ

げ
る
・
相
手
の
ペ
ー
ス
で
話
し
を
進

め
る
・
ア
ド
バ
イ
ス
で
追
い
詰
め
な

い
こ
と
で
す
。

　
自
分
や
周
り
の
人
の
こ
と
で
困
っ

た
時
は
、
役
場
（
保
健
師
）・
保
健

所
等
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
（
厚
生
労
働
省
）
０
５
７
０

儿
０
６
４
儿
５
５
６
の
利
用
も
お
勧

め
で
す
。

（
保
健
師
　
本
間
）

心
が
疲
れ
て
い
る
人
 

い
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

臼



■
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
令
和
４
年
度
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
健
康
保
険
料
は
　
坩　
％

１０

３９

（
マ
イ
ナ
ス
０
坩　
％
ポ
イ
ン
ト
）、

０６

介
護
保
険
料
率
は
１
坩　
％
（
マ
イ
ナ

６４

ス
０
坩　
％
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
、
北

１６

海
道
支
部
の
保
険
料
率
が
引
き
下
げ

と
な
る
の
は
初
め
て
で
す
。
そ
の
主

な
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
加
入
者
の
皆

さ
ま
医
療
機
関
受
診
に
対
す
る
行
動

変
容
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
医
療
費
の

上
昇
が
一
時
的
に
抑
え
ら
れ
た
こ
と

で
す
。
健
康
保
険
料
率
及
び
介
護
保

険
料
率
の
引
き
下
げ
に
関
し
ま
し
て
、

何
卒
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

　
保
険
料
率
は
各
都
道
府
県
の
医
療

費
水
準
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
て
お
り
、

北
海
道
の
医
療
費
の
上
昇
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
保
険
料
率
の
伸

び
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費
の
上
昇

を
抑
え
る
た
め
、
健
診
の
受
診
、
企

業
を
挙
げ
て
の
健
康
づ
く
り
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
な
ど

の
取
組
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

０
１
１
倆
７
２
６
倆
０
３
５
２（
代
表
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
自
衛
官
と
し
て
の
経
験
が
な
く
て

も
予
備
自
衛
官
に
な
れ
る
予
備
自
衛

官
補
募
集
中

　
予
備
自
衛
官
補
は
、
一
般
公
募
で

採
用
さ
れ
た
方
は
３
年
以
内
に
　
日
５０

間
の
、
技
能
公
募
で
採
用
さ
れ
た
方

は
２
年
以
内
に
　
日
間
の
教
育
訓
練

１０

を
受
け
、
教
育
訓
練
終
了
後
予
備
自

衛
官
に
な
り
ま
す
。

煙
応
募
資
格

◯
一
般
公
募
：
　
歳
以
上
　
歳
未
満

１８

３４

の
者

◯
技
能
公
募
：
　
歳
以
上
あ
っ
て
次

１８

の
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
者

衛
生
・
語
学
・
整
備
・
情
報
処
理

通
信
・
電
気
・
建
設
・
放
射
線
管
理

（
細
部
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

煙
処
遇
等

一
般
公
募
（
日
額
８
１
０
０
円
）

技
能
公
募
（
日
額
８
２
０
０
円
）

煙
締
切

第
１
回
：
令
和
４
年
４
月
８
日
（
金
）

第
２
回
：
令
和
４
年
９
月
　
日（
金
）

１６

煙
試
験
期
日

第
１
回
：
令
和
４
年
４
月
　
日（
月
）

１１

　
　
　
　
～
　
日
（
日
）

１７

　
　
　
　
い
ず
れ
か
の
１
日
を
指
定

第
２
回
：
令
和
４
年
９
月
　
日（
日
）

２５

　
　
　
　
～
　
月
　
日（
火
）

１０

１０

　
　
　
　
い
ず
れ
か
の
１
日
を
指
定

煙
試
験
種
目

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
試
験

身
体
検
査

煙
問
い
合
わ
せ
先

各
市
町
村
自
衛
官
募
集
担
当
者

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
留
萌
地

域
事
務
所

　
０
１
６
４
倆
４
２
倆
４
６
５
０

煙
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド

　
複
数
で
行
動
し
、
音
で
存
在
を
知

（１）
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
野
山
に
は
１
人
で
入
ら
ず
、
複
数

で
行
動
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
入
山
す
る
と
き
は
、
ク
マ
鈴
や
ラ

ジ
オ
等
を
持
ち
、
会
話
し
な
が
ら
、

人
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
人
由
来
の
食
物
を
口
に

し
た
こ
と
が
あ
る
ヒ
グ
マ
は
、
人
の

出
す
音
を
聞
き
、
近
づ
い
て
来
る
な

ど
の
例
外
も
あ
る
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等
に
気
を
付

（２）
け
ま
し
ょ
う
。

　
ヒ
グ
マ
は
、
市
街
地
、
公
園
、
河

川
敷
、
緑
地
帯
な
ど
、
身
近
な
場
所

に
も
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
　
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
ヒ
グ
マ
の
出

没
情
報
等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
注
意

（３）
し
ま
し
ょ
う
。

　
ヒ
グ
マ
は
、
い
っ
た
ん
ゴ
ミ
の
味

を
覚
え
る
と
、
そ
れ
を
目
当
て
に
ゴ

渦

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

令
和
４
年
度
 
保
険
料
率

改
定
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
 
予
備
自
衛
官
補

試
験
の
お
知
ら
せ

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の
ヒ
グ
マ
に
よ
る

　
　
　
　
　
人
身
事
故
の
防
止



ミ
捨
て
場
な
ど
に
繰
り
返
し
出
没
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ゴ
ミ
を
野
外
に
放
置
し
た
り
、
埋

め
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を
見
つ

（４）
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま

し
ょ
う
。

　
ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
、
草
や
木

な
ど
が
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
跡
な
ど
を

見
つ
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
引
き
返

し
ま
し
ょ
う
。

　
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

（５）　
万
が
一
、
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場

合
は
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ

う
。
　
逃
げ
た
り
、
騒
い
だ
り
、
慌
て
て

行
動
す
る
と
、
か
え
っ
て
ヒ
グ
マ
を

興
奮
さ
せ
、
襲
わ
れ
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

　
リ
ュ
ッ
ク
や
持
ち
物
の
回
収
は
せ

ず
、
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
立
ち
去
り

ま
し
ょ
う
。

嘘

初初山別村公山別村公式式
インスタグラインスタグラムム
はじめました はじめました ！！ 

　この度、初山別村の魅力を全国へ発信するため村公式のインスタ

グラムを開設しました。ぜひチェック＆フォローのほど、よろしく

お願いいたします！たくさんの「いいね」お待ちしております♪

～お願い～

　インスタグラムの運営にあたり、利用者からのコ

メント等に対しては、必要に応じて返信を行います

が、全てのコメントに対して返信することを保証す

るものではありません。

　また、初山別村指定のハッシュタグを付けて投稿

された初山別の魅力の発信につながる写真や動画は、

投稿者の了解を得たものとして本村公式ＳＮＳペー

ジやホームページ等において無償で公開・活用させ

ていただく場合がありますので、ご理解ご協力をい

ただきますようお願い申し上げます。

アカウント名：【公式】北海道初山別村

ユーザー名： shosanbetsu_official

こちらからチェックで

きます！フォロー＆い

いね！お願いします。



唄

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

ひとのうごき

～令和４年３月末～

人口と世帯数
人口 １,０９２人
　　　（△１０人）
 男 ５２６人
 女 ５６６人
 世帯数 　５３３世帯 
　　　（＋３世帯）

（　） は前月比

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和４年５月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（１２日・２６日完全予約制）

〇

（第４水曜日２５日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２５日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（２６日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（２日）〇

整形専門外来
予約制

予約制八島医師（１１日・１９日・２５日）〇〇

８：００～１１：００穴口医師（１３日・２０日・２７日）〇予約優先

完全予約制
佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（１２日・２６日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（整形専門外来診療日は内科のみ）〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（１０日・２４日）〇

整形専門外来
予約制

完全予約制覺田医師（１３日・２７日）〇

１３：３０～１５：００穴口医師（１２日・１９日・２６日）〇予約優先

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（２日・１６日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（１０日・１７日・２４日・３１日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師 ＊変更となる場合もあります。
（１０日・１１日・１７日・２４日・２５日・３１日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（１２日・１９日・２６日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（１８日）〇耳鼻咽喉科（第１・３水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（６日・１３日・２０日・２７日）〇皮膚科（毎週金曜日）

転　　入

３／１７　池　田　悠　斗（明　里）

３／１８　石　脇　慎　吾（明　里）

３／２３　三　浦　恵理香（明　里）

３／２３　川　村　未　夢（初山別）

３／２３　田　中　　　歩（初山別）

３／２３　近　藤　　　楓（初山別）

３／２８　矢　萩　　　樹（初山別）

　　　　　　　　榎　奈

３／２９　岩　田　壮　太（明　里）

３／３０　佐　野　　　凌（初山別）

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。
※午前の内科は予約優先で診療を行うため、予約をしていない場合は待ち時間が長くなることがあります。
※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。
※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。
※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました！
※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。
※巡回診療は小川研修センター（苫前町）で１９日（木）に行います。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）



※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されて

いる行事などにつきまして、中止や延期、規模縮小な

どの措置をとることがありますのでご了承願います。

　初山別村民憲章　　くらしを楽しみ、しあわせな住みよい村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。 欝
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● 今月の主な行事予定 ●
（４／１２～５／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報しょさんべつ配布（４月号）１２昇

４

月

乳幼児健診１３昌
１４昭

破砕ごみ・危険ごみ（初山別・千代田）１５晶
１６松
１７掌
１８捷
１９昇

ほしっこくらぶ２０昌
子宮・乳がん検診（豊岬・有明）２１昭
子宮・乳がん検診（初山別）２２晶

２３松
２４掌
２５捷

広報しょさんべつお知らせ版配布２６昇
ほしっこくらぶ会場開放日２７昌
予防接種２８昭

２９晶
３０松
１掌

５

月

２捷
３昇
４昌
５昭
６晶
７松
８掌
９捷
１０昇

広報しょさんべつ配布（５月号）
乳幼児健診

１１昌

　地域農業・農村の発展に大変寄与され、指

導農業士としてご活躍なさった長坂栄一様

へ知事感謝状が授与されました。

　また、北海道指導農業士と北海道農業士

に下記の４名が新たに北海道知事から認定

され、役場会議室にて贈呈式が執り行われ

ました。

　北海道指導農業士は、経営能力に優れ担

い手の育成や地域農業の振興などに強い熱

意と指導性のある農業者を、北海道農業士

は、農業経営改善に積極的に取り組む地域

のリーダーとして活躍している農業者を北海

道知事が認定して活動を助長することを目

的に付与される称号です。

　４名には地域農業のリーダーとして大い

に活躍されることが期待されます。

北海道知事感謝状贈呈及び北海道
指導農業士・北海道農業士称号贈呈

～編集後記～⑤
　皆さんこんにちは。広報担当の木村です。広報を担

当させていただいてちょうど１年が経過しました。昨

年度は新型コロナウイルスの影響で「自粛」の１年と

なり、今までの生活からがらりと変わってしまいまし

た。それでも、家族と過ごす時間が増えたり、新たな

趣味が見つかったという方も多いのではないでしょう

か。私自身も最近読書を始めました。三日坊主になら

ないと良いのですが…雪解けが進みどんどん春が近

づいてきています。季節の変わり目は体調を崩しや

すいといいますので、皆様、体調管理には十分お気

を付けてください。

●３月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

二科会写真展（～４日）１昇
予防接種３昭
コロナ予防接種（初山別）５松
減塩教室８昇
乳幼児健診９昌
議会定例会１０昭
議会定例会１１晶
初山別中学校卒業式１３掌
予防接種１７昭

初山別小学校卒業式
コロナ予防接種（初山別）

１９松

ほしっこくらぶ会場開放日２３昌

ふじみ保育所卒園式
農業委員会総会

２５晶

コロナ予防接種（初山別）２６松

予防接種
減塩教室

３１昭

知事ँײঢ়ଃఄ 　 長坂　栄一　様

北海道指導農業士　 長坂　幸弥　様

北 海 道 農 業 士 　 秋山　直人　様

　　　　　　　　　 木村　卓也　様

　　　　　　　　　 長谷川雄平　様


